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研究成果の概要（和文）：これまでの二軸ネマチック液晶相の研究は、板状分子やバナナ型分子のように分子形状自身
に二軸性を有している分子が注目されてきた。本研究では、分子自身は一軸対称性しか持たないが、これらの分子が構
造的に組合わさることで、新規な二軸ネマチック相が現れることを理論的に予測した。このような系として、ナノチュ
ーブのような長い棒状分子と低分子液晶の混合系における二軸ネマチック相の分散安定性について調べた。棒状分子の
配向方向と液晶分子の配向方向が垂直になることで、二軸ネマチック相が現れることを示した。関連する系として、液
晶ゲルや液晶高分子鎖における、新規な二軸ネマチック相についても調べた。

研究成果の概要（英文）：The study of biaxial nematic phases  has been focused on the anisotropic particles
 such as  board-shaped molecules and banana type molecules. In this project, we theoretically study biaxia
l nematic phases in mixtures of a liquid crystal and a rodlike polymer, such as nanotubes and rigid-rodlik
e particles. We predict novel biaxial nematic phases in liquid crystal/rod mixtures  where the two compone
nts favour a mutually perpendicular orientation. We also theoretically study biaxiality in liquid crystall
ine elastomers and liquid crystalline polymers.
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１．	
 研究開始当初の背景 
	
 二軸性液晶に関する研究は、分子自体に二
軸性をもった、板状やバナナ型の分子に関し
て（図１左）、理論的にも実験的にも広く行
われていた。これらの研究は、純粋な液晶分
子に関するものであり、液晶分子と他の分子
の混合系・複合系の二軸液晶に関する研究は
少ない状況にあった。このような中、液晶場
を利用した材料設計は様々な分野で注目を
集め始めるようになってきている。 
	
 	
  

	
 	
 図１	
 二軸ネマチック相 
 
 
2. 研究の目的 
	
 本研究では、長い棒状分子と液晶分子の混
合系における二軸ネマチック相について理
論的に研究する。分子自体は一軸対称性しか
持たないが、それらが垂直に構造的に組合わ
さることで新規な二軸ネマチック相（図１
右）が現れる可能性について調べることが目
的である。このような新規な二軸ネマチック
相が可能な系として、長い棒状分子と液晶分
子の混合系や、側鎖型液晶エラストマーや、
側鎖型高分子液晶などの液晶複合系におけ
る二軸ネマチック相について、平均場理論の
観点から調べことが目的である。このような、
新規な二軸性の概念は、工学的にも基礎的に
も今後重要になる。 
 
 
３．研究の方法 
	
 応募者はこれまで、液晶分子と高分子の混
合系などの、液晶複合系における相分離につ
いて理論的に研究を行ってきた。これまでは、
主に、一軸ネマチック相やスメクチック相を
中心とした研究であった。	
 
	
 本研究では、長い棒状分子と液晶分子の、
それぞれの二軸の配向秩序パラメーターを
考慮した自由エネルギーを構築する。秩序パ
ラメーターの正と負を同時に議論すること
で二軸ネマチック相の安定性について調べ
ことができる。安定な二軸ネマチック相や、
相分離を伴う二軸ネマチック相転移ついて、
温度や濃度に依存した相図を計算すること
で理論的に調べる。	
 
	
 
	
 
４．研究成果	
 
	
 主な成果は以下の通りである。	
 
(1) 液晶分子とナノチューブのような長い

棒状分子の混合系における、新規な二軸
ネマチック相について調べた。この二軸

性は２つの異なる分子が垂直に配向す
ることで現れることができる。ネマチッ
ク液晶相に分散した、長い棒状分子が第
二の配向方向を誘起し、温度や濃度に依
存して、安定な二軸ネマチック相が現れ
ることを明らかにした。さらに、二軸ネ
マチック相や二軸スメクチック相をと
もなった、相分離についても理論的に予
測した。図２は相図の計算結果の一例を
示す。縦軸は温度、横軸は棒状分子の濃
度である。等方相(I),	
 ネマチック相
(N1)と二軸ネマチック相(N1b)が温度と
濃度の平面上に示されている。点線が１
次相転移、破線が２次相転移、実線は共
存曲線を示しその内側では相分離がお
こる。黒丸は臨界点を示す。棒状分子の
濃度が増加するにつれて、安定な二軸ネ
マチック相の領域が現れることがわか
る。さらに、液晶分子混合系におけるツ
イスト弾性に関する連続対理論を構築
した。外場によって長い棒状分子と液晶
分子の回転緩和の遅延現象を見つけた。	
 

	
 
図２	
 棒状分子と液晶の混合系の相図	
 
	
 

(2) 等方性溶媒に溶けた側鎖型液晶高分子ゲ
ルの二軸性を議論するための理論を構築
した。側鎖と主鎖にある固い棒状のメソ
ゲン基が互いに垂直に配向することで、
新規な二軸ネマチック相が現れることを
予測した。一軸と二軸の配向秩序パラメ
ーターとゲルの変形や膨潤を計算するこ
とで、安定な二軸ネマチック相が存在す
ることを明らかにした。さらに、一軸ネ
マチック—二軸ネマチック相転移が１次
相転移であること、その相転移温度で液
晶ゲルの体積が不連続に変化することを
見つけた。	
 

(3) 側鎖と主鎖に固い分子を持つ側鎖型液晶
高分子の二軸ネマチック相を議論するた
めの理論を構築した。棒状分子間の排除
体積相互作用と引力相互作用を考慮に入
れ、新規な二軸ネマチック相が現れるこ
とを予測した。一軸と二軸ネマチックの
配向秩序パラメーターを、温度や主鎖の
長さの関数として計算した。主鎖や側鎖
の長さに依存して、一軸ネマチック—二軸
ネマチック相転移が１次相転移にも２次
相転移にもなることを見つけた。さらに、



二軸ネマチック相間の相転移の可能性も
明らかにした。このような、側鎖型液晶
高分子には、まだ観測されていない、多
くの二軸ネマチック相が存在することを
明らかにした。	
 
	
 以上のように、本研究では、ナノチュ
ーブのような長い棒状分子と液晶分子の
混合系や、側鎖型液晶エラストマー、側
鎖型高分子液晶などの様々な系における
新規な二軸ネマチック相を、平均場理論
を基礎として予測した。これらの結果は、
全く新しい二軸性の概念を提出するもの
であり、今後の実験的・理論的研究の基
礎となる。さらに液晶場を利用した、新
しい電気工学材料への展開なども期待で
きる。	
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